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〇平成24年８月に、日本の子ども・子育てをめぐる様々な課題を解決するために、「子

ども・子育て支援法」という法律ができました。

　この法律と関連する法律に基づいて、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援

の量の拡充や質の向上を進めていく「子ども・子育て支援新制度」がスタートする

予定です。

≪制度のポイント≫

①　「施設型給付」「地域型保育給付」を創設します。
　●認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付（「施設型給付」）及び小規模保

育等への給付（「地域型保育給付」）を創設します。

②　認定こども園制度を改善します。
　●幼保連携型認定こども園について、認可・指導監督を一本化し、学校及び児童福祉

施設として法的に位置づけます。
　●認定こども園への財政措置を「施設型給付」に一本化します。

③　地域の子育て支援を充実します。
　●地域の実情に応じた子育て支援（利用者支援、地域子育て支援拠点、放課後児童ク

ラブ、一時預かり事業などの「地域子ども・子育て支援事業」）を充実します。

⑤　新たな財源を確保して量の拡充や質の向上を進めます。
　●消費税率の引き上げにより、0.7兆円程度の財源を確保します。

子ども・子育て支援新制度とは？

④　市町村が実施主体となります。
　●市町村は地域のニーズに基づき幼児期の学校教育・保育・子育て支援の提供につい

て計画を策定し、給付・事業を実施します。
　●国・都道府県は実施主体の市町村を重層的に支えます。

「子ども・子育て支援新制度」「子ども・子育て支援新制度」
平成２７年４月スタート予定平成２７年４月スタート予定
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≪平成26年度・会計別補正予算≫
（千円）

会　計　名 補 正 額 補正後の額

＜一般会計＞ 220,624 14,458,123

＜特別会計＞ 51,929 9,698,175

国民健康保険事業 39,418 4,576,072

後期高齢者医療 △ 778 388,348

介護保険 12,695 3,295,462

公共下水道事業 594 1,438,293

＜企業会計＞ － －

水道事業（収益的支出） 500 445,224

≪条例≫

●水俣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

子ども・子育て支援法の制定に伴い、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定めるため制定

●水俣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の
一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律による児童福祉法改正に伴い、家庭的
保育事業等の設備及び運営に関する基準を定めるため制定

●水俣市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

子ども・子育て支援法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の
一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律による児童福祉法の改正に伴い、放課
後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定めるため制定

●水俣市営住宅条例の一部を改正する条例

牧ノ内団地の一部住宅の除去に伴う戸数変更のため

平成26年度平成26年度
可決された補正予算・条例可決された補正予算・条例
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●水道事業会計繰出金 ３，０４２万円

　簡易水道再編推進事業が「がんばる地域交
付金」の補助対象事業となったので、この交
付金相当額を一般会計から水道事業会計に繰
出します。

●水俣病資料館屋上及び壁面防水工事
 １６６万円

　水俣病資料館シアター室内壁の雨漏りが発
生し、周辺の床面に水たまりが生じているた
め、照明器具・映像機器の故障、来館者の転
倒事故のおそれがあるため、早急に対応します。

●森林林業木材産業基盤整備交付金
９４万円

　市が取り組む市産材を活用した住宅への補助
事業（水俣市エコ住宅建築促進総合事業）など
林業振興につなげている事業所に交付します。

●木材供給拠点地域整備事業費
２，３７７万円

　地域の豊富な森林資源や未利用の林地残材
等の供給体制や利活用体制を構築するため、
林業生産機械等の購入や生産量の拡大を図り
ます。

●地域公共交通網形成計画策定

５８０万円

　みなくるバス等
の公共交通網の再
編を行うため、現
在の路線の評価、
観光客の取り込み、
環境負荷の低減を
図る交通網の策定
やこれまで寄せら
れている要望等を
踏まえて再編計画
の策定を行います。

●障がい児保育事業補助金 ３１６万円

　集団保育を受けることができる保育が必要
な障がい児を、市内の保育所で受け入れるこ
とで、障がい児の福祉の増進に寄与するため
の事業。
　障がい児を受け入れ、必要な保育士の配置
などを実施している保育所に対し、補助金を
交付しています。

●予防接種委託料 ２，２９１万円

　平成26年10月から定期予防接種（水痘・成
人用肺炎球菌）が追加されるため補正を行い
ました。

●七滝遊歩道崩壊復旧工事 ８２万円

　大雨で崩れた湯の鶴七滝遊歩道の路盤下や
側面の復旧工事を行います。

みなくるバス

湯の鶴小滝 崩れた遊歩道

主なもの主なもの

水俣病資料館
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●市道強化舗装工事ほか ７，１４５万円

　老朽化した市道の打ち換え工事や道路改良
工事、側溝の新築・改築工事などを行います。
　市民から要望を受けていた箇所の工事を早
急に実施します。

●市道修繕料 ３３０万円

　市道の陥没修繕や落石除去など緊急に対応
し、通行の確保を行います。
　今回の補正は上半期の修繕箇所が例年より
増加したことにより、下半期の修繕に備える
ために増額補正を行いました。

●小水力発電事業化検討支援業務委託料
１０８万円

　環境首都事業を活用し、小水力発電の候補
地の水量調査や低コストによる工法等を調査
し、事業化に向けた検討を行います。

●みなまた物産販路拡大業務委託料
３００万円

　物産振興を図るため、水俣市の物産を使っ
たオリジナル製品の開発やパッケージ及びロ
ゴデザイン等の委託を行い、オリジナル商品
を市外へ売り出していくための予算です。

●総合体育館温水プールボイラー熱交換
器取替え工事ほか ４００万円

　総合体育館温水プールボイラー真空ヒー
ター熱交換器取替え工事や旧第三中学校グラ
ウンド照明ランプ取替え工事等を行います。

●誘致企業立地促進補助金
２，５００万円

　平成24年１月に操業を開始した㈱田中商店
（事業内容：古紙リサイクル事業）に対し、
「水俣市誘致企業立地促進補助金交付要綱」
に基づく補助金を交付します。

●久木野小学校校舎外壁補修工事
４２９万円

　久木野小学校校舎外壁改修工事を行います。
今回の補正は当初、外壁調査を実施した時に
見込んでいた工事費より工事内容が大幅に増
大したため、増額補正を行いました。

●軽トラック購入 １０５万円

　クリーンセンター内で新たに硬質プラス
チックを分別するにあたり、これらを所定の
場所に運搬するため購入します。

市道の工事現場

久木野小学校

補正予算の補正予算の

総合体育館温水プール
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 意見書  ３件を可決
●農協改革に関する意見書

　１．農業者の協同組織であり民間組織であるＪＡに対して、強制的な組織変更をさせるのではな
く、あくまでも農家・組合員・組織の総意に基づく自己改革を基本とするよう、十分配慮する
こと。

　２．ＪＡの行う事業は、地域社会のインフラを支える役割を担っており、この役割は今後も大き
くなっていくことから、ＪＡの事業について地域実態を無視したような過度な干渉は行わず、
自主性を尊重すること。

●川内原発再稼働に当たっては、拙速な再稼働は行わず、住民の安全安心の確保を最優先
し、対応するよう求める意見書

　　平和な暮らしも、ひとたび原発の事故が起これば、全てが水俣病の惨禍以上の状態となってし
まうことから、川内原発１、２号機については、拙速な再稼働は行わず、福島の悲劇を二度と繰
り返さないためにも、福島第一原発の事故を十分検証し、安全体制を確立し、住民の安心、安全
を優先するよう強く要望します。

●手話言語法（仮称）制定を求める意見書

　　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につ
け、手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することのできる環
境整備に向けた法整備を目指した手話言語法（仮称）を制定すること。
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厚 生 文 教厚 生 文 教総 務 産 業総 務 産 業
●水俣市特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例

質疑 ─ 新制度は新たな財源を確保して、量の拡充
や質の向上を進めるとなっているが、消費
税を10％に引き上げることで財源を確保す
るということか

答弁 ─ そのとおりである。

質疑 ─ 消費税が引き上げられなかった場合は

答弁 ─ 国からは消費税が引き上げられた場合に新
制度を実施すると説明を受けている。

●水俣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関

する基準を定める条例

質疑 ─ 小規模保育事業での従事職員の資格は

答弁 ─ Ａ型は全員が保育士の資格を有する必要が
あり、Ｂ型は２分の１以上、Ｃ型は保育士
の資格は不要。

質疑 ─ 水俣市の基準として、Ｃ型も保育士の資格
を必要とするなど、基準を高くすることは
可能か

答弁 ─ 国が定めた類型であれば、基準を高くする
ことは可能である。

●平成26年度水俣市一般会計補正予算第３号中

付託分

質疑 ─ 個人番号制について、個人番号カードはど
のような場面で利用可能か

答弁 ─ 個人データを管理することで、年金資格の
確認や給付時の書類等が不要になる。ま
た、労働保険の資格取得などワンストップ
でサービスを受けられたり、医療保険等の
保険料の徴収などの手続きを簡素化できる
などである。

質疑 ─ 給食センターから高校生へ給食を供給する
ことは可能か

答弁 ─ 小中学生の人数は減っているが、アレル
ギー対応食の割合が増えており、職員が細
かな作業に時間が取られていることから、
高校生への給食供給までは余力がない。

●平成26年度水俣市一般会計補正予算３号中付

託分

質疑 ─ 総務課の事業のうち、自主防災組織補助金
の補助予定先は

答弁 ─ 今回21区の６つの組に予定している。

質疑 ─ 税務課の事業のうち、社会保障・税番号は、
住民基本台帳の番号と同じになるのか

答弁 ─ 住民基本台帳の番号をもとに別につくる番
号である。

質疑 ─ 農林水産振興課の事業のうち、木材供給拠
点地域整備事業費補助金の対象事業所はど
こか

答弁 ─ 申請のあった大川林業及びWoodOne の２
社へ、国県の補助金を使って補助を予定し
ている。

質疑 ─ みなまた物産販路拡大業務委託の内容は

答弁 ─ 市内業者と連携した新商品の開発、観光物
産展への出展や、全国チェーンの店舗への
営業などを予定している。

●平成26年度水俣市水道事業会計補正予算

質疑 ─ 長野から東部方面への配水管延伸の進捗状
況は

答弁 ─ 平成26年度で中鶴のマルイ農協の手前まで、
管路の延伸や中継ポンプ施設の造成を行っ
ている。渡野の橋までの工事の発注を行っ
ている。今後、10月以降深川小学校の先ま
での工事の発注を行う予定である。

●平成26年度水俣市一般会計補正予算第４号付

託分

　誘致企業立地促進補助金2,500万円を削除する予
算の修正案の質疑、討論、採決を行う。「修正案
について、何回も議論され公平公正であるべき行
政がとるべき方法でなかった。何の検討も改善も
ない以上、補助金を認めることはできないので修
正案に賛成」の意見と、「覚書は破棄され宮本前
市長は議会に謝罪し減給も行った。政治的決着は
ついている企業の申請は補助要綱に合致している
ので反対」との意見があり採決の結果、賛成少数
で修正案は否決。
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議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果

会派・議員名

件名

創水会 無限21 新政同友
クラブ

水俣
クラブ

日　本
共産党

公
明
党

結　

果
大
川　

末
長

髙
岡　

利
治

岩
村　

龍
男

谷
口　

明
弘

渕
上　

道
昭

真
野　

頼
隆

谷
口　

眞
次

藤
本　

壽
子

緒
方　

誠
也

塩
﨑　

信
介

福
田　
　

斉

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

野
中　

重
男

川
上
紗
智
子

牧
下　

恭
之

議第70号
一般会計補正予算（第４
号）に対する修正案
（誘致企業立地促進補助
金2,500万円を削除する修
正案）

議 

長 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × ○

否　
　

決

～討論～
賛成：今回の件に対しては、市役所内部の責任問題や原因究明を含む改善の姿
勢が見えず、公平公正であるべき行政に、まだまだ多くの疑問や検証を残して
いるため、修正案には賛成
反対：裁判所に提訴があり、新たな出費増となる。誘致企業との争いは、水俣
のイメージダウンになる。早期解決を目指した予算である。５名の雇用、税収、
土地代等、水俣市には利益がある。補助金要綱にも合致し、議会指摘にも真摯
に対応されている。企業に雇用増を求める環境つくりこそが大事なことである
ため、修正案に反対

議第70号
一般会計補正予算（第４
号）

議 
長 × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 可　

　

決～討論～
※討論はありませんでした。

意見第８号
オスプレイの佐賀空港配
備と低空飛行訓練等の全
国運用中止を求め、オス
プレイが参加する日米共
同実働訓練中止を求める
意見書

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ×

否　
　

決

～討論～
賛成：佐賀空港にオスプレイを配備すれば、九州全域が訓練場となる危険性が
ある。騒音、低周波被害が広がることになることから賛成
反対：機体の安全性を問題視する過剰な報道、また、騒音なども現行の双発ヘ
リコプターより少ないとの報告もある。沖縄の基地負担を全国に分散し、軽減
させる意味においても、抑止力の観点からも必要と考えるので反対

意見第９号
消費税引き上げ決定に反
対する意見書

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ×

否　
　

決

～討論～
賛成：４月～６月の国内総生産の落ち込み、消費者物価指数の上昇、勤労世帯
の実収入減少、物価高に賃金が追いつかない状況、世論調査においても、消費
税10％に対する反対が賛成を上回っているので賛成
反対：税金が上がるのを喜ぶ国民はいないと思う。しかし、高齢化が進んでい
る日本は社会保障の負担が増えている。地方の経済状況はよいとは言えないが、
高齢者や子育てなど社会保障の維持のためと理解していただける国民も多く、
７月～９月の経済状況を見極めて、慎重な判断をされるので反対

▼賛否の分かれた議案▼▼賛否の分かれた議案▼【 ○：賛成　× ：反対】
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会派・議員名

件名

創水会 無限21 新政同友
クラブ

水俣
クラブ

日　本
共産党

公
明
党

結　

果
大
川　

末
長

髙
岡　

利
治

岩
村　

龍
男

谷
口　

明
弘

渕
上　

道
昭

真
野　

頼
隆

谷
口　

眞
次

藤
本　

壽
子

緒
方　

誠
也

塩
﨑　

信
介

福
田　
　

斉

中
村　

幸
治

田
口　

憲
雄

野
中　

重
男

川
上
紗
智
子

牧
下　

恭
之

請第３号
「消費税10％への引き
上げ中止を求める意見
書」の提出を求める請願

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ×

不　

採　

択

～討論～
賛成：４月１日から消費税増税が実施され、駆け込み消費の反動や税負担の増
加により、消費が落ち込み、売り上げに大きく影響している。水俣の市民、中
小企業・業者の厳しい状況を受け止め、今こそ、消費税法附則18条の景気が悪
い時は停止を含め措置を講ずるを適用し10％への引き上げを中止すべきと考え
るので賛成
反対：少子高齢化の中で、持続可能な社会保障制度を確立するため、景気が悪
化しないよう政府は様々な経済対策を行っている。また、景気の動向をみて、
最終的に判断すると明言しているので反対

陳第７号
集団的自衛権行使容認の
閣議決定の撤回を求める
意見書提出に関する陳情

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×

不　

採　

択

～討論～
賛成：世論調査でも、６割近い人が反対し、憲法９条を生かした平和的外交努
力を望みたい。全国190の自治体で反対の意見書が採用されており、近隣の市町
村では、出水市も採択しているので賛成
反対：国連憲章51条には、個別的自衛権、集団的自衛権も等しく国家固有の権
利であるとはっきりと明記されている。議会から発せられる意見書となると、
水俣市民の総意でなければならないので反対

陳第８号
特定秘密保護法を白紙に
戻し、秘密保護のあり方
を改めて議論し尽くすこ
とを求める意見書採択の
陳情

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×

不　

採　

択

～討論～
賛成：今年７月、国連自由権規約委員会から、国際人権規約19条に合致したも
のにするよう勧告を受けている。特定秘密法が無くても、国家公務員法、地方
公務員法、自衛隊法などがあるので賛成
反対：日米同盟を基軸とした、専守防衛を基本とする我が国は、諜報機関も存
在しない現状で、重要な情報を他国から得るためには、秘密が守られることが
前提であり、国家の危機管理の最高責任者である総理大臣が、「一刻も早く制定
する必要がある」と発言している。この言葉を重く受け止めるべきであるので
反対

陳第９号
「住民を守る避難計画が
完備されない中での、川
内原発１・２号機の再稼
働に反対する意見書」の
採択を求める陳情

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×

不　

採　

択

～討論～
賛成：現実に事故があった場合、放射能の被害は予想できず、避難先での生活、
将来への不安、原発の稼働より、市民一人ひとりの安全の確保が先決であるの
で賛成
反対：九州電力、川内原子力発電所に関する避難計画については、国を挙げて
支援方針が示されているので反対

陳第10号
「要援護者＝私たちの
「いのち」を守れない
避難計画での川内原発
１・２号機の再稼働に反
対する意見書」の採択を
求める陳情

議 

長 × × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×
不　

採　

択

～討論～
賛成：福島の事故では、特に障がい者が逃げ遅れて死亡率は一般周辺住民の２
倍にもなっているので賛成
反対：水俣市の一方的な態度表明は慎重を期する事が大切であるので反対

▼賛否の分かれた議案▼▼賛否の分かれた議案▼【 ○：賛成　× ：反対】
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新
教
育
長
の

教
育
方
針
は

問　

随
意
契
約
の
覚
書
を

締
結
し
た
経
緯
と
、
そ
の

原
因
究
明
が
十
分
な
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う
が
ど
う

か答　

平
成
22
年
11
月
に
田

中
商
店
か
ら
水
俣
市
に
対

し
て
古
紙
類
に
関
す
る
新

規
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
提
案
が
あ
っ
た
。
市
と

し
て
は
更
な
る
付
加
価
値

と
判
断
し
、
平
成
23
年
３

月
に
田
中
商
店
と
随
意
契

約
を
約
束
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
。

　

し
か
し
、
他
事
業
者
へ

の
説
明
が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
一
事
業
者
と
随
意
契
約

を
約
束
す
る
覚
書
を
締
結

し
た
事
が
、
今
回
の
事
態

を
招
く
最
大
の
原
因
で

あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

問　

今
回
の
提
訴
に
関
し

市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
く
つ
も
り
か

答　

私
も
一
議
会
人
で

あ
っ
た
者
と
し
て
議
会
制

民
主
主
義
の
中
で
６
回
も

議
会
が
否
決
し
て
い
る
事

の
重
大
さ
は
十
二
分
に
理

問　

田
中
商
店
が
市
を
相

手
に
提
訴
し
た
が
、
ど
う

思
う
か

答　

誘
致
企
業
に
よ
る
提

訴
と
言
う
事
態
は
誠
に
遺

憾
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く

間
題
解
決
に
努
め
た
い
。

問　

過
去
６
回
に
わ
た
り

議
会
に
お
い
て
補
助
金
を

否
決
さ
れ
て
い
る
が
、
何

が
原
因
と
考
え
る
か

答　

最
大
の
原
因
は
１
社

単
独
の
随
意
契
約
を
約
束

す
る
覚
書
を
締
結
し
た
こ

と
に
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
。

髙岡　利治  議員

み
な
ま
た
観
光
物
産
協
会
の
役
割
は

水
俣
市
誘
致
企
業
立
地

促
進
補
助
金
に
つ
い
て

田中商店の提訴と覚書き
締結の経緯・原因究明は！！

解
し
て
い
る
。
今
回
こ
の

よ
う
な
事
態
を
招
い
た
事

は
、
あ
く
ま
で
市
に
原

因
・
責
任
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

問　
市
と
み
な
ま
た
観
光

物
産
協
会
の
関
係
に
つ
い

て答　

市
は
観
光
物
産
協
会

が
行
う
事
業
の
中
で
、
事

務
処
理
等
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
観
光
振
興

に
効
果
の
あ
る
事
業
に
対

し
補
助
金
助
成
や
人
員
の

動
員
と
言
う
形
で
支
援
を

行
う
。

問　

観
光
物
産
協
会
に
対

し
過
去
５
年
間
の
市
か
ら

繰
り
出
し
た
金
額
は
い
く

ら
か

答　

平
成
21
年
か
ら
25
年

の
５
年
間
で
約
３
，７
０
０

万
円
の
委
託
料
と
、

１
，０
０
０
万
円
の
補
助
金

を
支
出
し
て
い
る
。

問　

今
年
は
花
火
大
会
が

開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
理

由
は
何
か

答　

社
会
情
勢
が
年
々
厳

し
く
な
る
中
、
協
賛
金
が

集
ま
り
に
く
い
と
言
う
課

題
や
駐
車
場
の
減
少
な
ど

の
課
題
も
あ
り
観
光
物
産

協
会
単
独
の
開
催
は
難
し

く
中
止
が
決
定
し
た
。

問　

新
し
い
教
育
長
と
し

て
の
方
針
と
重
要
な
問
題

は
何
と
考
え
る
か

答　

子
ど
も
の
伸
び
る
力
、

学
力
の
向
上
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。
そ
の
た
め

に
は
家
庭
の
教
育
力
を
高

め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
考
え
る
。
教
育
方
針
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
伸

び
る
素
質
を
育
て
る
の
が

教
育
で
あ
る
と
の
信
念
が

あ
る
。

湯ノ児花火大会
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問　

市
長
の
企
業
訪
問
の

目
的
と
感
触
は
い
か
が
か

答　

水
俣
市
内
に
拠
点
を

持
つ
企
業
の
本
社
や
、
水

俣
出
身
の
方
が
代
表
を
務

め
る
企
業
等
を
訪
問
し
た

目
的
は
、
水
俣
で
の
事
業

活
動
へ
の
感
謝
と
事
業
継

続
、
新
た
な
事
業
展
開
の

折
に
、
水
俣
で
の
事
業
化

を
お
願
い
し
た
。

　

本
市
立
地
企
業
か
ら
は
、

今
後
も
雇
用
や
投
資
面
で

地
域
貢
献
の
有
り
難
い
話

と
、
水
俣
出
身
者
か
ら
は
、

有
益
な
情
報
と
、
水
俣
応

援
の
心
を
頂
い
た
。

緒方　誠也  議員

田中商店提訴問題の
早期解決を

遠
く
な
い
時
期
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
事
業
実
施
の

可
否
判
断

市
長
と
議
会
の
賢
明
な
る

判
断
で
早
期
解
決
を

田
中
商
店
提
訴

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
施
策
の

充
実
で
人
口
減
少
対
策
を

問　

訴
状
の
内
容
を
ど
う

判
断
し
、
今
後
対
処
す
る

の
か

答　

補
助
金
交
付
が
さ
れ

な
い
こ
と
や
、
社
会
的
信

用
が
害
さ
れ
た
と
し
て
、

金
３
，３
０
０
万
円
と
、
遅

滞
延
滞
金
の
支
払
い
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
件
は
原
因
の
究
明
と

対
策
は
講
じ
ら
れ
、
補
助

金
交
付
要
件
に
合
致
し
て

い
る
こ
と
、
誘
致
企
業
と

市
が
争
う
こ
と
は
社
会
的

影
響
が
大
き
い
こ
と
、
新

た
な
出
費
が
発
生
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
議
会
に

補
助
金
交
付
の
予
算
を
計

上
し
問
題
の
早
期
解
決
に

努
め
た
い
。

問　

日
本
創
生
会
議
に
よ

る
水
俣
の
試
算
値
は
い
く

ら
に
な
っ
て
い
る
の
か

答　

２
０
４
０
年
に
は
人

口
が
１
６
，１
５
７
人
に
、

20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
女

性
人
口
は
、
１
，２
１
８

人
と
54
・
１
％
ま
で
減
少

す
る
と
の
値
で
あ
る
。

問　

ど
の
様
な
対
策
に
力

を
入
れ
る
の
か

答　

真
摯
に
受
け
止
め
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

る
施
策
の
実
施
、
特
に
女

性
が
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
、
子
育
て
環
境
の

充
実
に
努
め
た
い
。

問　

水
俣
で
の
取
り
組
み

状
況
は
い
か
が
か

答　

昨
年
12
月
に
、
ニ
ー

ズ
把
握
の
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
現
在
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
各
事
業

の
量
の
見
込
み
等
に
つ
い
て

検
討
し
、
事
業
計
画
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
。

問　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

答　

８
月
５
日　

石
原
前

環
境
大
臣
の
談
話
で
、
本

格
的
検
討
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
が
、
参
加
企
業
名
と

と
も
に
発
表
さ
れ
た
。

　

現
在
、
参
画
予
定
の
企

業
間
で
、
事
業
実
施
可
否

の
最
終
判
断
に
向
け
急

ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
ん
で

い
る
。
そ
う
遠
く
な
い
時

期
に
、
事
業
実
施
の
可
否

や
事
業
会
社
の
設
立
の
時

期
が
判
明
す
る
と
思
う
。

人口減少対策を！
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問　

女
性
や
高
齢
者
の
就

労
促
進
に
、
水
産
業
な
ど

の
加
工
工
場
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ど
う
か

答　

本
市
も
同
様
に
考
え

て
い
る
。
今
後
、
国
の
制

度
を
活
用
し
て
本
年
度
中

に
プ
ラ
ン
策
定
を
行
う
。

「
漁
協
か
ら
は
、
６
次
産

業
化
し
た
い
」
と
前
向
き

な
意
見
な
の
で
、
水
産
物

の
直
売
や
加
工
プ
ラ
ン
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

問　

所
信
表
明
の
中
に
あ

る
、
水
俣
市
産
業
振
興
戦

略
の
策
定
の
目
的
と
具
体

的
事
業
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
の
か

答　

策
定
の
目
的
は
、
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
の
社
会
情
勢
の
中
で
、

本
市
の
産
業
・
雇
用
の
維

持
を
図
り
、
将
来
に
わ
た

る
市
民
生
活
の
安
定
化
を

図
る
た
め
。
ま
た
、
具
体

的
事
業
に
関
し
て
は
様
々

な
方
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

予
定
。

問　

数
値
評
価
や
事
業
効

果
の
周
知
を
考
え
て
い
る

の
か

答　

策
定
作
業
は
こ
れ
か

ら
。
具
体
的
な
目
標
値
は

こ
れ
か
ら
設
定
す
る
。
戦

略
や
そ
れ
に
基
づ
く
事
業

の
情
報
は
、
住
民
の
方
に

も
広
く
公
表
し
て
い
く
。

問　

現
在
の
水
俣
に
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建

設
の
話
も
あ
る
。
ま
た
、

九
州
に
一
つ
し
か
な
い
合

板
工
場
が
あ
る
が
、
原
材

料
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う

に
木
材
供
給
体
制
の
強
化

は
考
え
て
い
な
い
の
か

答　

市
内
企
業
の
合
板
工

場
の
増
設
の
た
め
の
木
材

需
要
の
増
加
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
建
設
に
向
け
た
原

料
調
達
の
動
き
、
東
ア
ジ

ア
へ
の
国
産
材
の
輸
出
拡

大
な
ど
、
木
材
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
は
、
好
機
と
と
ら
え
森

林
組
合
、
素
材
生
産
業
者

に
対
し
、
高
性
能
機
械
導

入
支
援
、
林
業
従
事
者
の

育
成
確
保
な
ど
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
。

田口　憲雄  議員

人口減少、少子高齢化の中
積極的なグランドデザイン構築と
具体的な施策を！！

働
く
場
の
確
保
を

水
俣
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

問　
水
俣
市
産
業
振
興
戦

略
で
、
産
業
別
に
ど
の
よ
う

な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か

答　

今
回
の
水
俣
市
産
業

振
興
戦
略
は
、
分
野
ご
と

の
政
策
方
針
を
定
め
る
も

の
で
は
な
く
、
本
市
の
産

業
を
未
来
に
繋
い
で
い
く

た
め
の
分
野
横
断
的
な
下

地
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り

に
重
点
を
置
く
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

市
へ
の
要
望

　

全
国
的
に
人
口
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
人
口
の

増
加
策
は
な
か
な
か
で
き

な
い
と
思
う
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
る
な
ら
、
水
俣
を
中

心
に
お
よ
そ
30
分
圏
内
の

津
奈
木
町
、
芦
北
町
、
県

境
を
越
え
出
水
市
、
伊
佐

市
等
の
生
活
経
済
圏
約

９
９
，０
０
０
人
の
人
口
が

あ
る
こ
と
を
含
め
た
積
極

的
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
描
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
に

地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

〔
医
療
セ
ン
タ
ー
に
病

児
・
病
後
児
保
育
所
併
設

を
要
望
〕

学
校
編
成
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

木材供給体制の強化を！
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問　

原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏

内
の
要
介
護
者
の
避
難
、

及
び
風
向
き
に
よ
る
避
難

の
方
向
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
る
が
解
決
し
た
の
か

答　

避
難
計
画
は
10
キ
ロ

圏
内
は
で
き
た
と
聞
く
が

そ
れ
以
遠
は
な
い
。
風
向

き
に
よ
る
避
難
方
向
も
鹿

児
島
県
が
検
討
中
と
聞
い

て
い
る
。

問　

市
民
団
体
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
が
、

再
稼
働
反
対
55
％
、
賛
成

７
％
、
ど
ち
ら
で
も
な
い

が
26
％
で
、
市
民
の
意
向

は
こ
の
数
字
か
ら
も
明
確

で
あ
る
。
再
稼
働
な
ど
あ

り
え
な
い
と
考
え
る
が
い

か
が
か

市民アンケートで55％が
原発再稼働に反対しているが

野中　重男  議員

答　

市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
私
は
福
島
に
も
２
回

行
っ
た
が
安
心
・
安
全
を

第
一
に
考
え
る
。
再
稼
働

は
あ
り
え
な
い
。

問　

水
俣
市
を
含
む
県
と

２
市
２
町
が
国
に
提
出
し

た
要
望
書
で
は
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
「
新
規
制

基
準
に
適
合
し
た
も
の
は

安
全
」
と
言
っ
て
判
断
を

国
に
任
せ
ま
す
と
な
っ
て

い
る
が
、
規
制
委
員
長
は

「
審
査
は
し
た
が
安
全
と

は
言
っ
て
い
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
。
こ
の
文
書

に
は
ご
ま
か
し
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
書
に
は
拘

束
さ
れ
な
い
と
言
う
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が

答　

こ
の
文
書
は
熊
本
県

が
作
り
関
係
市
町
に
提
案

し
て
き
た
。
水
俣
市
の
考

え
は
、「
国
は
責
任
を
持
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
だ
っ
た
。
再
稼
働
反

対
の
市
の
考
え
は
明
確
で

あ
る
。

問　

最
近
も
全
国
で
災
害

が
発
生
し
た
。
災
害
が

迫
っ
て
い
る
時
、
行
政
に

求
め
ら
れ
る
の
は
的
確
な

情
報
提
供
で
あ
る
。
し
か

し
、
防
災
放
送
が
聞
こ
え

な
い
と
い
う
声
が
多
く
あ

る
。
各
戸
や
施
設
に
戸
別

受
信
機
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か

答　

平
成
25
年
度
に
防
災

行
政
無
線
施
設
整
備
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た
。
委

戸
別
受
信
機
の
設
置
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

員
会
で
は
様
々
な
情
報
伝

達
手
段
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。
屋
外
の
ス
ピ
ー

カ
ー
だ
け
で
は
全
市
民
へ

迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
伝

達
を
行
う
こ
と
が
厳
し
い

の
で
、
各
家
庭
へ
の
個
別

受
信
機
の
設
置
に
つ
い
て

も
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
、
今
年
度
、
実

施
設
計
を
行
い
、
平
成
27

年
度
か
ら
整
備
工
事
に
入

り
28
年
度
の
完
成
を
め
ざ

し
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
、
水
俣
病
被

害
者
救
済
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

防災無線

個別受信機
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問　

市
内
医
療
機
関
及
び

検
査
で
き
る
機
関
を
探
し

て
、
胃
が
ん
撲
滅
に
向
け

て
、
健
診
率
40
％
を
目
ざ

す
べ
き
だ
と
思
う
が

答　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
の

胃
が
ん
リ
ス
ク
が
6
倍
高

い
と
い
う
研
究
も
あ
る
。

ピ
ロ
リ
菌
を
単
独
検
査
の

実
施
が
で
き
な
い
か
医
師

会
・
医
療
機
関
の
体
制
関

係
を
調
査
を
行
い
た
い
。

胃
が
ん
検
診
率
も
年
々
低

下
傾
向
で
平
成
23
年
度
で

は
、
国
9.2
％
、
県
9.9
％
、

水
俣
市
9.4
％
で
、
健
診
率

40
％
に
は
届
か
な
い
状
況

で
あ
る
。
胃
が
ん
健
診
方

法
の
あ
り
方
、
啓
発
、
要

精
密
検
査
の
フ
ォ
ロ
ー
を

充
実
さ
せ
て
、
ピ
ロ
リ
菌

と
共
に
胃
が
ん
発
生
率
が

高
い
食
生
活
の
改
善
に
努

め
て
い
く
。

問　

が
ん
教
育
は
早
期
導

入
で
最
大
の
予
防
及
び
命

の
大
切
さ
に
つ
な
が
る
と

思
う
が

答　

が
ん
教
育
の
推
進
は

自
ら
の
健
康
管
理
に
留
意

し
、
家
族
や
他
者
を
思
い

や
る
心
も
育
む
効
果
や
、

早
期
受
診
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

国
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業
が

実
施
さ
れ
、
有
識
者
の
検

討
会
の
先
進
事
例
の
分

析
・
調
査
等
の
動
向
を
注

視
し
て
行
き
た
い
。

問　

施
設
中
心
か
ら
、
在

宅
介
護
に
移
行
す
る
に
は

手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
体
制
が

不
可
欠
で
あ
る
が

答　

医
療
と
介
護
と
の
連

携
を
は
じ
め
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
機
能
充

実
等
を
含
め
て
、
次
期
計

画
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

地
域
に
お
け
る
要
支

援
者
の
把
握
、
効
果
的
な

支
援
体
制
の
構
築
は
個
人

情
報
保
護
法
や
各
自
治
体

牧下　恭之  議員

胃ガン撲滅に
ピロリ菌検査導入を！

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ

で
納
税
を

市
民
の
命
を
守
る

予
防
対
策
を

の
個
人
情
報
保
護
条
例
が

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
関

係
者
に
よ
る
情
報
の
共
有

の
た
め
の
体
制
は

答　

関
係
機
関
等
へ
の
情

報
提
供
や
各
自
治
会
及
び

民
生
委
員
等
関
係
者
の
皆

様
へ
の
協
力
依
頼
は
、
同

意
方
式
の
導
入
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
等
に
よ
り
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。

問　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
い
つ
か
ら
始

介

護

保

険

見

直

し

と
　

　

　

　

地

域

包

括

ケ

ア

シ

ス

テ

ム

め
る
の
か

答　

市
民
の
健
康
維
持
と

医
療
費
削
減
を
目
的
に
、

現
状
と
必
要
性
を
踏
ま
え

て
、
第
６
期
計
画
策
定
の

中
で
、
協
議
す
る
。

問　

納
付
者
の
利
便
性
と

収
納
率
ア
ッ
プ
が
見
込
ま

れ
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は

答　

24
時
間
３
６
５
日
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
で
き

ま
す
。
精
査
を
し
て
早
い
時

期
に
検
討
だ
け
で
な
く
、
す

る
の
か
し
な
い
の
か
を
含
め

て
答
え
を
出
し
た
い
。 コンビニエンスストア
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問　

「
食
品
衛
生
法
」
に

基
づ
く
義
務
付
け
訴
訟
の

内
容
を
承
知
し
て
い
る
か

答　

本
年
５
月
に
提
訴
。

そ
の
内
容
は
、
食
中
毒
患

者
発
生
時
に
お
け
る
、
食

品
衛
生
法
に
基
づ
く
調
査
、

報
告
の
義
務
付
け
を
求
め

る
も
の
で
、
水
俣
病
患
者

の
調
査
や
そ
の
被
害
拡
大

防
止
策
な
ど
法
律
に
基
づ

く
行
為
の
実
施
を
求
め
て

い
る
。

問　

原
発
避
難
計
画
を
考

え
る
水
俣
の
会
の
市
民
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど

う
思
う
か

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計

結
果
は
、
川
内
原
発
再
稼

働
に
反
対
が
55
％
、
水
俣

市
独
自
の
避
難
計
画
が
必

要
と
答
え
た
人
が
59
％
で

あ
る
と
の
回
答
で
あ
り
、

こ
の
調
査
結
果
を
私
（
市

長
）
の
考
え
の
参
考
と
し

た
い
。

問　

水
俣
市
に
お
け
る
電

力
自
給
の
施
策
は
。
地
域

で
の
電
力
自
給
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
等
に
よ
る
半
農

半
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
を
進
め
て
は
ど
う
か

答　

平
成
23
年
度
か
ら
実

施
の
環
境
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
産
業
円
卓
会
議
」
で
検

討
し
て
き
た
。
今
議
会
に

予
算
計
上
し
た
マ
イ
ク
ロ

小
水
力
発
電
、
現
在
誘
致

を
進
め
て
い
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
に
つ
い

て
も
一
部
市
内
へ
の
電
力

供
給
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

家
庭
用
太
陽
光
発
電
の
導

入
支
援
も
さ
ら
に
進
め
る
。

藤本　壽子  議員

川内原発再稼働に反対し
電力の自給を目指す施策が必要

水
俣
病
問
題
に
つ
い
て

携
帯
電
話
基
地
局
設
置
時
に
お
け
る

紛
争
予
防
の
た
め
の
条
例
制
定
を

保
育
料
軽
減
で
子
育
て
支
援
を

問　

水
俣
病
の
教
訓
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は

答　

人
類
に
対
す
る
教
え

が
水
俣
病
の
教
訓
で
あ
り

環
境
・
健
康
・
福
祉
を
大

切
に
す
る
。
環
境
首
都
と

し
て
「
環
境
モ
デ
ル
都

市
」
の
中
身
を
推
進
し
て

行
く
よ
う
取
り
組
む
。

問　

全
国
で
条
例
の
制
定

を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
効
果
を
上
げ
て
い

る
よ
う
だ
が
調
査
は
し
た

の
か

答　

久
留
米
市
、
盛
岡
市
、

鎌
倉
市
を
調
査
し
た
。
届

出
は
、
年
間
数
件
か
ら
20

件
程
度
。
鎌
倉
で
は
、
景

観
や
電
波
に
よ
る
影
響
を

心
配
す
る
住
民
が
多
く
、

市
議
会
の
陳
情
も
採
択
。

届
出
件
数
は
、
年
間
60
件

か
ら
90
件
。
鎌
倉
の
条
例

が
内
容
的
に
も
運
用
的
に

も
一
番
先
進
的
、
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

問　

大
分
県
豊
後
高
田
市

は
、
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン

キ
ン
グ
一
位
と
し
て
定
住

化
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

保
育
料
が
第
２
子
か
ら
無

料
で
あ
る
が
、
ど
う
思
う

か

答　

水
俣
市
の
保
育
料
は
、

国
基
準
よ
り
低
い
。
今
の

所
、
考
え
て
い
な
い
。

子育て支援を！

バイオエネルギーの活用を！
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問　

環
境
モ
デ
ル
都
市
円

卓
会
議
の
運
営
、
構
成
メ

ン
バ
ー
及
び
任
期
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
会
議
で
決
定

し
、
実
現
し
た
も
の
は
あ

る
か

答　

円
卓
会
議
は
平
成
23

年
度
に
、
市
民
、
企
業
、

行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
尊
重
し
つ
つ
積
極
的

に
意
見
を
交
わ
し
、
第
５

次
水
俣
市
総
合
計
画
及
び

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
行

動
計
画
の
推
進
を
図
る
為

の
具
体
的
な
事
業
の
検
討

及
び
実
行
な
ど
を
図
っ
て

い
く
協
働
参
画
の
場
と
し

て
組
織
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
は
５
つ
の
円
卓

会
議
を
設
置
、「
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
と
環
境
に
優

し
い
暮
ら
し
」
は
、
環
境

モ
デ
ル
都
市
推
進
課
で
、

「
観
光
と
公
共
交
通
」
は

商
工
観
光
振
興
課
及
び
企

画
課
で
、「
環
境
大
学
・

環
境
学
習
」
は
企
画
課

で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産

業
」
は
総
合
経
済
対
策
課

が
事
務
局
と
な
り
運
営
し

て
い
る
。
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
推

進
委
員
を
中
心
に
、
市
民

公
募
や
学
識
経
験
者
を
加

え
10
人
〜
20
人
程
度
で
構

成
、
任
期
は
、
２
年
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
実
現
し
た

も
の
は
、
ご
み
に
関
す
る

情
報
誌
「
み
な
へ
ら
通

信
」
の
発
行
、「
生
ご
み

の
自
家
処
理
推
進
モ
ニ

タ
ー
事
業
」
や
休
耕
田
を

活
用
し
た
「
い
も
焼
酎
作

り
」、
商
店
街
で
は
、「
街

路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」
や
、
店

主
が
講
師
と
な
り
「
ま
ち

ゼ
ミ
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、「
高
等
教
育
・
研

究
活
動
拠
点
施
設
の
設
置

と
事
業
」、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
」
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
事
業
も
環
境

を
軸
と
し
な
が
ら
、
地
域

振
興
・
経
済
振
興
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
市
民
生
活

の
向
上
や
地
域
人
材
の
育

成
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

現
在
の
24
分
別
に
つ

い
て
の
検
証
は
で
き
て
い

る
の
か

答　

24
種
類
の
ご
み
は
種

類
別
に
全
て
適
正
に
処
理

さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
る
。
今
後
は
新
た
な
分

別
品
目
が
考
え
ら
れ
る
が
、

基
本
的
に
は
可
能
な
限
り

見
直
し
を
行
い
市
民
の
負

担
を
軽
減
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
分
別
対
策

が
必
要
だ
と
思
う
が
福
祉

課
、
健
康
高
齢
課
や
民
間

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の

か答　

現
状
は
、
分
別
が
不

可
能
と
申
し
出
た
世
帯
に

は
、
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

は
、「
ご
免
除
シ
ー
ル
」

を
発
行
し
対
応
し
て
い
る

が
、
不
燃
ご
み
に
つ
い
て

は
、
特
に
対
策
は
な
い
。

　

分
別
に
つ
い
て
は
、
家

庭
訪
問
さ
れ
る
ヘ
ル
パ
ー

や
近
所
の
人
達
が
協
力
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
世
帯
の

増
加
は
確
実
で
あ
り
、
障

が
い
者
も
対
象
に
し
た
分

別
・
収
集
に
つ
い
て
対
策

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

岩村　龍男  議員

環境モデル都市円卓会議の
これまでの成果は

24
分
別
に
つ
い
て
の
検
証
は

地域のごみ分別風景

ゼロ・ウェイスト円卓会議の様子
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問　

台
風
８
号
時
の
避
難

勧
告
に
対
し
て
の
、
検
討

課
題
は
何
か

答　

今
後
の
課
題
と
思
わ

れ
る
の
は
、
避
難
所
が
分

か
っ
て
い
な
い
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
が
活
用
さ
れ
て

い
な
い
、
避
難
さ
れ
る
方

が
少
な
い
な
ど
、
な
か
で

も
防
災
行
政
無
線
の
放
送

内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ

た
と
の
意
見
は
複
数
の
地

域
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

問　

戸
別
受
信
機
を
全
戸

に
取
り
付
け
る
か
検
討
中

だ
が
、
取
り
付
け
る
目
的

は
何
か

答　

戸
別
受
信
機
が
あ
る

と
分
か
り
や
す
く
伝
達
で

き
る
。
録
音
機
能
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
っ
た
機
能

が
あ
る
と
非
常
に
良
い
。

停
電
し
て
も
乾
電
池
等
で

動
く
と
い
う
こ
と
が
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。

問　

数
時
間
で
局
地
的
に

ま
と
ま
っ
た
雨
が
真
夜
中

に
降
る
状
態
の
中
で
、
市

民
へ
の
周
知
は
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
方
法
は

何
か

へ
移
行
し
た
り
、
部
活
動

を
続
け
て
運
営
し
た
り
し

て
い
る
。
受
け
皿
や
指
導

者
の
確
保
、
学
校
と
の
連

携
、
部
活
動
の
目
的
の
共

通
理
解
、
運
営
資
金
等
の

問
題
を
解
決
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　

教
育
長
と
し
て
保
育

所
、
幼
稚
園
と
の
連
携
は

答　

幼
稚
園
、
保
育
所
等

中村　幸治  議員

真夜中の局地的な雨の
状態での周知の方法は

小
学
校
の
部
活
動
は
ど
う
な
る
の

水
俣
駅
周
辺
整
備
に
は
地
元
の
声
を

答　

や
は
り
一
番
は
防
災

行
政
無
線
。
財
源
の
問
題

が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
こ

れ
が
一
番
の
伝
達
方
法
と

認
識
し
て
い
る
。

問　

県
教
育
委
員
会
は
、

小
学
校
の
部
活
動
を
、
外

部
組
織
へ
段
階
的
に
移
行

す
る
方
針
だ
が
、
こ
の
件

に
対
し
て
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

つ
も
り
か

答　

こ
れ
ま
で
も
、
各
小

学
校
が
児
童
数
や
児
童
、

保
護
者
の
要
望
、
指
導
者

等
を
考
慮
し
、
社
会
体
育

避
難
勧
告
の

検
討
課
題
は

及
び
、
小
中
学
校
が
共
通

の
視
点
や
方
向
性
を
も
ち
、

連
携
し
合
っ
て
い
く
こ
と

が
、
子
ど
も
の
成
長
や
発

達
に
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

問　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

水
俣
駅
周
辺
整
備
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答　

駅
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
の
た
め
の
駐
輪
場

や
駐
車
場
の
再
整
備
に
加

え
、
水
俣
を
観
光
な
ど
を

目
的
に
訪
れ
た
方
々
を
お

出
迎
え
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
水
俣
市
の
玄
関
口
と

な
る
よ
う
整
備
を
行
い
、

商
店
街
へ
の
誘
導
に
も
つ

な
が
る
よ
う
様
々
な
角
度

か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
、
庁
内
関
係
各

課
で
協
議
す
る
場
を
設
け
、

地
元
の
声
を
取
り
入
れ
、

駅
周
辺
整
備
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

水俣駅駐輪場

災害時の避難の周知方法は？
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問　

先
の
議
会
で
住
宅
の

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対

す
る
助
成
制
度
の
創
設
を

求
め
る
陳
情
を
採
択
し
た

が
、
市
と
し
て
ど
う
対
応

し
て
い
る
か

答　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

制
度
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
財
源
の
確
保
も
含
め

て
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
、
こ
れ
ま
で
答
弁
し

て
き
た
。
し
か
し
、
議
会

で
の
陳
情
採
択
を
受
け
て

庁
内
に
、「
住
宅
の
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
助

成
制
度
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
た
。

　

今
後
エ
コ
住
宅
建
築
促

進
事
業
な
ど
、
水
俣
に
お

け
る
住
宅
に
関
わ
る
助
成

制
度
の
精
査
と
と
も
に
、

県
内
他
自
治
体
の
実
施
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

新
た
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
創
設
の
是
非
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

制
度
創
設
の
是
非
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ
が
、
消
費
税

が
増
税
さ
れ
た
中
、
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

川上紗智子  議員

雇用拡大・経済活性化のために
住宅リフォーム助成制度の実現を

全
会
一
致
の
陳
情
採
択
は
、

議
会
が
、
雇
用
の
拡
大
、

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
、

こ
の
助
成
制
度
の
実
現
を

求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
と
受
け
止
め
、
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
て
検
討
を
進

め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か

答　

今
、
指
摘
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

介
護
保
険
改
正
後
も
、

サ
ー
ビ
ス
低
下
が
な
い
よ
う
に

問　

今
年
６
月
の
法
改
正

で
要
支
援
の
人
が
利
用
す

る
通
所
介
護
、
訪
問
介
護

の
見
直
し
を
決
め
た
が
ど

う
い
う
内
容
か

答　

こ
れ
ま
で
全
国
一
律

に
実
施
さ
れ
て
き
た
要
支

援
１
・
２
の
介
護
予
防
給

付
の
う
ち
、
通
所
介
護
と

訪
問
介
護
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
取

り
組
む
地
域
支
援
事
業
に

移
行
さ
れ
新
し
い
総
合
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

問　

こ
の
改
正
で
、
利
用

者
及
び
既
存
の
介
護
事
業

所
に
ど
ん
な
影
響
が
あ
る

か答　

新
し
い
総
合
事
業
で

は
、
市
町
村
が
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間

企
業
、
協
同
組
合
な
ど
と

連
携
し
多
様
な
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
地
域
の

支
え
合
い
体
制
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者

に
と
っ
て
は
、
選
択
肢
が

拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
事
業
者
に
と
っ

て
は
利
用
者
の
減
少
な
ど

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

市
と
し
て
は
サ
ー
ビ
ス
の

質
が
低
下
し
な
い
よ
う
に

関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
た
い
。

問　

「
要
支
援
の
人
の
中

で
も
専
門
職
に
よ
る
対
応

の
必
要
の
な
い
人
が
多

い
」
と
の
声
も
聞
く
が
、

ど
う
考
え
る
か

答　

本
市
に
お
い
て
は
要

支
援
の
人
を
支
え
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
中

心
は
や
は
り
専
門
職
の
人

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
は
今
後
も
変
わ
ら
な

い
。

住宅の新築・リフォーム助成制度の創設を！
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（平成26年７月～９月）
７月18日　平成26年第３回水俣市議会臨時会開催

７月20日　第59回恋龍祭市民総踊り議員参加

７月24日　水俣・芦北地域振興協議会が水俣・芦北地

域振興計画の推進に関して関係省庁並びに

地元選出国会議員へ陳情（議長参加）

８月１日　議会運営委員会（９月定例会の会期につい

て）

８月３日　第39回水俣競り舟大会招待レースに議員団

チーム出場

８月19日　第22回熊本県市議会議員研修会参加

８月27日　水俣市議会議員研修会（議会広報につい

て）講師　越地真一郎熊本大学客員教授

８月29日　平成26年第４回水俣市議会定例会開会

９月９日　一般質問、質疑

　～11日

９月12日　各常任委員会

９月18日　９月議会閉会

　

９
月
議
会
の
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
し
ま
す
。
広
島
の
土
砂
災
害

発
生
か
ら
１
ヶ
月
、
９
月
議
会
最

終
日
の
18
日
に
行
方
不
明
者
最
後

の
１
人
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
の
奇
跡
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
終
本
会
議
場
で
の
全
員
黙
祷
と

な
り
ま
し
た
。
市
民
の
生
命
財
産

を
守
る
べ
き
拠
点
と
し
て
消
防
庁

舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
運
営

に
あ
た
る
の
は
「
人
」
で
す
。
水

俣
の
つ
ら
い
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

よ
り
一
層
任
務
に
励
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
８
月
27
日
に
は
議
員
全
員

で
、
講
師
を
招
い
て
議
会
だ
よ
り

の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
更

に
見
や
す
く
、
分
り
や
す
く
を
念

頭
に
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　完成した水俣芦北広域行政事務組合消防
本部の新庁舎、鉄筋コンクリート２階（一
部５階建て）、７月31日竣工です。建築予算
のほか消防救急デジタル無線整備など含め
た総事業費が約15億円です。
　水俣芦北地域住民の安心安全を守り、災
害時における活動の拠点としての機能を有
するとともに、火災予防及び応急手当等の
普及啓発活動の発信地として移転・整備さ
れました。９月１日に行われた落成式では
新たに整備されたヘリポートに防災ヘリの
初フライトが披露されました。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

　
　

委
員
長　

福
田　

斉

　
　

副
委
員
長　

川
上　

紗
智
子

　
　

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　
　

〞

　

髙
岡　

利
治

　
　

〞

　

田
口　

憲
雄

　
　

〞

　

中
村　

幸
治

　
　

〞

　

藤
本　

壽
子

　
　

〞

　

牧
下　

恭
之

議会報告会を開催します
　水俣市議会では、議会をより身近に感じていただくために、「議会報告会」を開催します。平成26年９月議会の概要報告
や意見交換を行うものです。多くの市民の皆さまの御参加をお待ちしております。
議会報告会の開催日程　☆どこの会場へも参加できます

 日　　時  会　　場  担当議員  日　　時  会　　場  担当議員

10月30日㈭
午後７時から１時間
程度

も や い 館
３階会議室 渕上、真野、中村、緒方

10月31日㈮
午後７時から１時間
程度

20区 公 民 館 渕上、真野、中村、緒方

愛 林 館 谷口明、大川、藤本、牧下 ４区公民館 谷口明、大川、藤本、牧下
越小場公民館 塩﨑、岩村、川上、谷口眞 旧湯出中学校 塩﨑、岩村、川上、谷口眞

葛 彩 館 田口、髙岡、福田、野中 総合体育館
１階会議室 田口、髙岡、福田、野中

写真：広報みなまた
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